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第
6
期
雄
武
町
総
合
計
画
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
令
和
9
年
度
ま
で
の
10
カ
年
を
期
間
と
す

る
『
基
本
構
想
』
と
基
本
構
想
を
も
と
に
前
期

と
後
期
の
5
カ
年
ご
と
に
策
定
す
る
『
基
本
計

画
』、
基
本
計
画
推
進
に
向
け
た
事
業
を
定
め

る『
実
施
計
画
』、財
源
を
健
全
に
確
保
す
る『
財

政
計
画
』
の
4
層
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
6
期
雄
武
町
総
合
計
画
後
期
実
施
計
画

ロ
ー
リ
ン
グ
（
　
　
）
を
実
施

見 

直 

し

作
　  

業

新
規
・
内
容
変
更
し
た
主
な
事
業

　
（
事
業
費
は
令
和
8
年
度
実
施
分
）

Ⅰ 
地
域
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創
出

Ⅱ 

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

Ⅲ 

教
育
・
文
化
の
振
興
と
拠
点
づ
く
り

Ⅳ 

生
活
環
境
・
生
活
基
盤
の
充
実

Ⅴ 

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

変 

更
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

３
２
７
４
万
円

国
営
事
業
な
ど
の
実
施
に
よ
り
圃
場
の
大
区

画
化
が
図
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
や
担
い
手
（
働
き
手
）
不
足
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
営
農
活
動
の
省
力

化
を
図
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
（
自
動
操
舵

シ
ス
テ
ム
な
ど
）
の
導
入
に
向
け
、
情
報
通
信

環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
『
実
施
計
画
』
は
、
各
年
度
の
予

算
編
成
に
お
け
る
基
本
指
針
と
な
る
も
の
で
、

社
会
情
勢
の
変
化
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
毎
年
度
、
ロ
ー
リ
ン
グ
（
見
直
し
作

業
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
本
年
度
の
ロ
ー
リ
ン
グ
に

よ
っ
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
主
な
『
新
規
事
業
』

基本構想
期間　10 カ年

基本計画（前期・後期）
基本構想をもとに
5 カ年ごとに策定

実施計画（前期・後期）
基本計画推進に
向けた事業

財政計画（前期・後期）
健全な財源の確保

雄武町総合計画

　
見
直
し
後
の
『
後
期
実
施
計
画
書
』
に

登
載
さ
れ
た
す
べ
て
の
事
業
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
総
合
政
策
課
窓
口
で
公
開
し
て
い

ま
す
。

問
総
合
政
策
課
政
策
調
整
係

お
よ
び
『
内
容
変
更
事
業
』
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
町
議
会
に
お
け

る
予
算
の
議
決
を
経
て
、
正
式
に
実
施
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
す
。

変 

更
農
業
集
落
施
設
等
設
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
１
０
０
万
円

中
雄
武
集
落
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
施
設

が
完
成
し
て
か
ら
約
40
年
が
経
過
し
て
お
り
、

経
年
劣
化
に
よ
る
屋
根
や
壁
の
損
傷
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
適
正
な
管
理
運
営
を
行
う
た

め
、
必
要
な
改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

町
有
林
脱
炭
素
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

０
万
円

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
適
切
に
管
理

さ
れ
た
広
大
な
森
林
資
源
を
有
効
活
用
し
、
J

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
創
出
す
る
こ
と
で
脱
炭
素
社
会

の
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
J
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

売
却
益
に
よ
り
、
森
林
整
備
促
進
の
た
め
の
財

源
確
保
を
図
り
ま
す
。

雄
武
地
区
（
雄
武
漁
港
）

　
水
産
流
通
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

３
０
６
７
万
円

新 

規円
滑
な
漁
業
活
動
の
た
め
、
外
郭
施
設
の
整
備

に
よ
り
、
航
路
・
港
内
静
穏
度
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
航
路
・
泊
地
の
増
深
、
岸
壁
の
改

良
を
行
う
ほ
か
、
上
架
施
設
の
整
備
お
よ
び
レ
ー

ル
の
再
配
置
な
ど
を
行
い
、
船
揚
場
利
用
の
安

全
性
向
上
と
就
労
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

変 

更
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

６
６
７
２
万
円

変 

更
新
し
い
学
校
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
０
３
０
万
円

新 

規
道
路
・
河
川
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
７
０
０
万
円

変 

更
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
用
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 
８
４
２
３
万
円

新 

規
脱
炭
素
化
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
５
０
万
円

変 

更
体
育
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
０
８
４
万
円

新 

規
雄
武
高
等
学
校
『
地
域

　
み
ら
い
留
学
制
度
』
導
入
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
０
０
万
円

変 

更
医
療
機
器
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
６
７
７
万
円

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
や
設
備
に
つ

い
て
、
老
朽
化
な
ど
に
よ
る
維
持
補
修
な
ど

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
照
明
の

L
E
D
化
整
備
と
特
殊
浴
槽
な
ど
の
更
新
を

行
い
ま
す
。

町
内
の
小
中
学
校
す
べ
て
に
お
い
て
老
朽
化

が
進
行
し
て
お
り
、
経
年
劣
化
に
よ
る
建
物
の

不
具
合
も
目
立
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将

来
的
な
校
舎
新
築
に
向
け
た
基
本
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

局
地
的
な
大
雪
や
大
雨
な
ど
の
異
常
気
象
に

対
し
、
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

町
民
な
ど
か
ら
の
要
望
に
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
、
除
雪
車
両
の
位
置
を
把
握
し
、
除
雪
作
業

の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
お
試
し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

係
る
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
を
活
用
し
、
全
国
か
ら

地
域
の
活
性
化
に
意
欲
の
あ
る
人
材
を
呼
び
込

み
、
地
域
力
の
維
持
向
上
を
図
り
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
お
う
む
』
を
目
指
す

た
め
、
住
宅
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を

設
置
し
た
方
へ
補
助
金
を
交
付
し
、
一
人
ひ
と

り
が
地
球
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
脱
炭
素
社
会

の
実
現
を
図
り
ま
す
。

農
村
広
場
（
野
球
場
）
に
つ
い
て
は
、
内
野

グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
の
土
が
飛
散
な
ど
に
よ
り
薄

く
な
り
、
利
用
者
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
た

め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
の
補
充
な
ど
を
行
い
、

適
切
な
施
設
管
理
に
努
め
ま
す
。

雄
武
町
の
出
生
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

町
内
か
ら
の
雄
武
高
等
学
校
へ
の
入
学
者
だ
け

で
は
一
定
数
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
地
域
み
ら
い
留
学

制
度
』
を
活
用
し
、
全
国
募
集
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
雄
武
高
等
学
校
の
存
続
を
図
り
ま
す
。

国
保
病
院
の
老
朽
化
し
た
医
療
機
器
な
ど
を

計
画
的
に
更
新
し
、
今
後
も
地
域
の
医
療
機
関

と
し
て
、
町
民
へ
の
安
心
安
全
な
医
療
提
供
体

制
を
維
持
・
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

変 

更


